別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　　項：社会福祉費　　目：老人福祉費
	事業名: 岐阜県老人福祉施設整備費補助金（介護基盤緊急整備）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　健康福祉部　高齢福祉課　施設担当　電話番号：058-272-1111（内2597）

　　　　　　   E-mail：c11215@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,873,080千円（前年度予算額：2,615,460千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　社会的ニーズの高い介護保険関連施設について、岐阜県第４期介護保険事業支援計画（平成21～23年度）に基づいた整備を推進するとともに、平成21年度の経済危機対策の一環として、国が示した介護基盤の緊急整備等の趣旨をふまえ、上乗せ事業（第５期計画を先取りして進めるもの）についても積極的に整備を行い、施設入所待機者の早期解消を図る。
　また、国の平成22年度第１次補正予算により、小規模施設等については施設整備にかかる補助単価を増額して、整備促進を支援する。
	２　所要経費


【補助単価】

（１）広域型施設

　　①特別養護老人ホーム（定員３０名以上）<ユニット型>　2,900千円/床
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　<従来型>  2,320千円/床
　　②養護老人ホーム　　　　　　　　　　　　 　　 　　  2,000千円/床

　　③軽費老人ホーム（ケアハウス）（※特定施設に限る）  　　　   2,000千円/床

（２）地域密着型施設（小規模施設等）

　　①地域密着型特別養護老人ホーム（定員２９名以下）　  4,000千円/床

　　②認知症高齢者グループホーム　　　　　　　　　　   30,000千円/施設

　　③小規模多機能型居宅介護事業所 　　　　　　　　　  30,000千円/施設

　　④認知症対応型デイサービスセンター 　　　　　　　  10,000千円/施設

　　⑤夜間対応型訪問介護ステーション　　　　　　　　  　5,000千円/施設

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　１　高齢者の介護や見守りの体制を整える
　○高齢者の実態・ニーズを踏まえた介護サービスを提供する。
　（２）高齢者や地域の実態を踏まえた適正な介護施設を整備する。

　　　　　入所待機者の円滑な入所を図るため、その待機者の実態を綿密に把握し、特別
養護老人ホームなどの適正な整備や関係機関の連携体制の整備を支援する。

	２　これまでの取組状況


　広域型施設については、「岐阜県老人福祉施設等整備費補助金」、地域密着型（小規模）施設については、国の交付金に基づく「岐阜県介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費補助金」により、第４期介護保険事業支援計画及び第５期の前倒し整備分について順次手続きを行い、平成22年度は、特別養護老人ホーム277床、認知症高齢者グループホーム189床分等の整備を支援した。
	３　これまでの取組に対する評価


　計画に沿った事業について、整備を推進してきた。今後も、引続き整備のための支援を行い、各地域における必要な施設等の充足を図る。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源
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	要求額
	3,873,080
	
	
	
	
	
	
	1,455,000
	※２

2,418,080

	決定額
	3,873,080
	
	
	
	
	
	
	1,455,000
	※２

2,418,080


※１のうち1,448,500千円、※２のうち2,418,000千円は「介護基盤緊急整備等臨時特例基金繰入金」充当
